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誰もが生き生きと暮らせる社会の実現                  ●研究動向・成果
 

市街地における圧迫感や 

開放感の評価に向けて 

 

都市研究部 都市計画研究室 室長明石 達生 主任研究官石井 儀光 

      都市開発研究室 主任研究官勝又 済 

（キーワード） 圧迫感 開放感 景観 可視空間量 

 

１．はじめに 

 高層建築物等をめぐる、いわゆる「建築紛争」

は、建築基準法の斜線制限や日影規制に適合した

建築物においてもしばしば起こる。そしてこれら

は、自治体の建築紛争予防条例の運用において、

行政上の大きな問題となっている。こうした行政

実務に対応して、視覚的な圧迫感の防止と開放感

の確保について定量的な評価と判断の規範を示し

得る方法を開発する研究に取り組んでいる。 

 

２．研究の方法 

街並み空間に関する心理量と物理量との関係を

調べるため、東京大学平手研究室が開発した画像

提示装置（120インチ傾斜型リアプロジェクション

スクリーン）を用いた画像評価実験を実施した。

被験者が実大スケールで市街地を認識できるよう

に提示画像を調整し、実空間に極めて近い感覚で

仮想空間の市

街地内を高さ

方向の広い視

野を保ちつつ

見回すことが

可能となるよ

うにした(図

１)。 

被験者に対する設問は、基本的には図２に示す

ような画像を提示し、7段階の評定尺度法評価によ

って、①圧迫感・開放感を感じるかどうか、②圧

迫感を感じる場合、それが不満かどうか、といっ

た内容が分析できるように設定した。なお、図２

では建物が傾

いて見えるが、

傾斜スクリー

ンで見るとま

っすぐに見え

るよう調整し

ている。 

 

３．可視空間量と開放感 

街並みの開放感は、見通している空間の量と関

係があるという仮説のもと、見通している空間の

体積を近似するような物理指標として可視空間量

を定義した（詳細は文献1）参照）。被験者の開放

感との相関をみると、決定係数0.89と高い相関を

示し（図３）、可視空間量が街並みの開放感を示

す有望な指標であることが分かった。今後は、様々

な市街地パターンにおいて被験者実験を行い、圧

迫感や開放感と街並みとの関係について知見の蓄

積を図りたい。 
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図３ 可視空間量と開放感 
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図１ 被験者実験の様子 

図２ 提示画像の例 
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成果の活用事例 
 

 

 

 

 

下水道未普及解消クイックプロジェクト社会実験の技術支援 

2006年に発足した下水道未普及解消クイックプロジェクトでは、公共団体より提案された未普及解消技術

の技術確立のための社会実験を11市町で実施している。国総研では、円滑に社会実験を進められるよう、求

められる性能として、経済性、機能性、管理性、施工性の４つを提案し、各性能の具体な評価項目や評価方

法を「社会実験検証のすすめ方」として取りまとめ、ホームページ（http://www.mifukyu.go.jp/index.htm）

に公開した。 
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